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＜本論の概要＞ 
 英国で誕生したアーサー王伝説は、11～12世紀頃までに
ヨーロッパ大陸で受容され、特にフランス諸侯の宮廷でキリ
スト教本来の色彩をより強く帯びた「聖杯騎士伝説」として、
さらには神聖ローマ帝国の中枢においてキリスト千年紀の新
たな理念の象徴として変容を遂げることになる。 
 本論は、この新理念が、当時（12～13世紀中ば）の神聖ロー
マ帝国のヨーロッパ大陸の実質的支配者であり、ゲルマン民
族そして神話の色濃い、アンデクス・メラン大公家の支配地
から発信されていたことを例証する。また、この大公家がゲ
ルマン神話ではなく、アーサー王伝説に根ざした新たな神聖
ローマ帝国の統治システムを目指していたことを、この大公
領（後のアンスバッハ・バイロイト辺境伯領）の出身者で、
当時最高の文化人そして騎士の鏡と称されたミンネゼンガー、
ヴォルフラム・フォン・エッシェンバッハの著した「パルツィ
ヴァール」とヴィルント・フォン・グラーフェンベルクの「ヴィー
ガロイス」から明らかにする。 
 そこには西洋的なキリスト教的死生観とともに、「円卓」や
「聖杯」、「運命の車輪」などに象徴される輪廻観が戦闘や殺
戮の無常とともに主張され、東洋的宗教観との一体化が目指
されている。すなわち、人類共通の苦悩（共苦、Mitleid、
Compassion）への救済あるいは解決への人間観・世界観が叙
述される。 
今日、ゲルマン神話の世界を現出させたと言われる歌劇王
リヒャルト・ヴァーグナーの音楽祭が行われるこのバイロイ
トの地に、アンデクス・メラン大公家そして皇帝フリードリ
ヒ2世らによって、現代をも見据えた共存と共生の時代へのグ
ローバルな精神文化が根付いていたことに及びたい。 
 
 
第1図 Arthur and Knights of the Round Table (Image) 
 
第2図 Herzog Andechs-Meranien 
 
第3図 Legend of ArthurのAndechs-Meranへの伝播経路（推定） 
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第4図 Wolframs-EschenbachとGräfenberg  
 
第5図 Parzival and Holy Grail (Image) 
 
第6図 Wolframs Eschenbach (in Ansbach, 筆者撮影) 
  
第7図 Wigalois, Manuscripts 
 
第8図 Gräfenberg(in Erlangen, 筆者撮影) 
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第9図 Sir Gawein, Knights of the Round Table in Wigalois 
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